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平成２８年３月４日 
 
  保護者様 
 

学校教育活動（教師・保護者・生徒）アンケート集計結果のお知らせ 
 
 春陽の候、保護者の皆さまには益々ご健勝でお過ごしのことと存じます。さて、過日しました
教育活動アンケートがまとまりましたのでお知らせ致します。 
 
１，回収率  保護者 90.3%  生徒 96.1%  教職員 100% 
２，集計内容 
     今年度から、教職員、保護者、生徒を比較できるように質問項目を変更しました。 
   「そう思う」「大体そう思う」「あまりそう思わない」「そう思わない」「分からない」の 
  ４つの観点で回答を頂きました。職員の中には、事務室の職員等、授業に関わらないことも 
 あるので、分からないの回答もあることもご了承ください。  
                                肯定的な割合の数値（％） 
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分析と方向性 
 
 

 
学 
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①学習態度について 
（聞く・聴く・話す・読む 
発表する・参加する） 

 
 
83 
 

 
 
95 
 

 
 
85 
 

 
 
87 
 

 
・全体的に高い評価です。一層意欲的に
参加できる授業づくりを目指します。 
 

 
②分かりやすい授業と工夫
や努力について 
 
 
 
 

 
67 
 
 
 
 
 

 
96 
 
 
 
 
 

 
83 
 
 
 
 
 

 
82 
 
 
 
 
 

 
・生徒は概ね分かりやすい授業と感じて
いるようですが、保護者との評価の差が
あります。誰が見ても分かりやすい授業
の確立と、知識・理解の定着を図るため
、ICTの更なる活用と工夫した授業づく
りに努めます。 

 
③個や理解度に応じた授業
の展開をしているか 
 
 
 

 
61 
 
 
 
 

 
91 
 
 
 
 

 
71 
 
 
 
 

 
74 
 
 
 
 

 
・尐人数指導や習熟度選択授業等、きめ
細かな指導や支援を意識して授業を行っ
てきましたが、今後も個別の支援の研修
を行い、個に応じた授業づくりに努めま
す。 

 
生 
 
活 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
④登下校や校内での挨拶が 
できているか 
 
 
 
 
 

 
71 
 
 
 
 
 
 

 
90 
 
 
 
 
 
 

 
85 
 
 
 
 
 
 

 
82 
 
 
 
 
 
 

 
・校内での挨拶は、たいへん良くなって
きていると先生方は高く評価しています
。また、安全を見守って頂いている防犯
ボランティアの方々や、安全指導員の方
々、地域や家庭でも感謝の気持ちを持っ
て挨拶できるよう全校集会や学級等で指
導しています。 

 
⑤一人一人の居場所が確保
されているか 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
79 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
95 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
74 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
82 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
・学校、学年、学級の各経営案にも、生
徒の居場所作りや生徒を中心とした自治
活動、承認、賞賛など、一人一人の個性
を意識した教育活動が展開されるよう努
力して参りましたが、生徒の約4分の１が
不安を抱えていることが分かります。今
後も生徒のために、委員会や学級などの
組織作りと相談室の活用をさらに工夫し
、心地よい居場所作りを目指します。 

 
⑥いじめの未然防止・早期発
見・早期対応について 
 

 
65 
 
 

 
90 
 
 

 
66 
 
 

 
73 
 
 

 
・安心して学校生活が送られるように、
人権教育、道徳教育の充実を図ると共に
、また、教育相談の実施によりいじめの
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未然防止に努めて参りましたが、残念な
がら「いじめゼロ」「いじめ撲滅」には
至りませんでした。また、いじめが発生
した時は、早期発見や、いじめ防止基本
方針にしたがって対応してきました。い
じめの多様化・複雑化を踏まえ、今後も
「いじめゼロ」を目指して学校が一丸と
なって取り組んでいきます。 

 
⑦学校行事が目的を持って
行われ、又、好ましい人間関
係の構築になっているか 
 
 
 
 

 
79 
 
 
 
 
 
 

 
91 
 
 
 
 
 
 

 
88 
 
 
 
 
 
 

 
86 
 
 
 
 
 
 

 
・様々な学校行事を通して、子どもたち
は着実に成長しています。豊かな人間関
係や時として我慢することの必要性など
、子どもも職員も行事のねらいと重要性
を十分理解しています。今後も更なる工
夫を凝らし、行事の充実を図っていきま
す。 

 
運 
 
営 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
⑧各種便りで教育方針や生
活の様子が伺えたか 
 
 
 

 
79 
 
 
 
 

 
87 
 
 
 
 

 
79 
 
 
 
 

 
81 
 
 
 
 

 
・各学年や学校、相談室、給食、保健便
り等、今後も紙面を工夫し生徒の様子や
学校の様子を分かりやすく作成していき
ます。また、ホームページの更なる充実
と更新を図ってまいります。 

 
⑨施設の安全管理や衛生面 
 
 
 
 

 
83 
 
 
 
 

 
91 
 
 
 
 

 
83 
 
 
 
 

 
85 
 
 
 
 

 
・安全、安心な学校を目指し、老朽化の
進んでいる箇所等、予算を効率的に活用
し、計画的に改善してまいります。 
また、進んで清掃に取り組む生徒の育成
に今後も努めて参ります。 

 
⑩健康維持・体力向上のため
に体育的行事や部活動に積
極的に参加したか 
 
 
 
 
 
 
 

 
88 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
90 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
85 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
87 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
・今年度は、体育祭や長縄大会等、生徒
会や体育祭実行委員が中心となり、生徒
の手による運営がなされ、感動ある体育
的な行事ができました。３年生を中心に
、生徒の「一生懸命がかっこいい！一生
懸命が気持ちいい！」を意識した場面が
多く見られるようになりました。部活動
でも合言葉の「一生懸命」が浸透しつつ
あり、多くの部活動で好成績を上げるこ
とができました。 

 
規範 
・ 
危機
管理 
 
他 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
⑪登下校のマナーや社会の
ルールの遵守について 
 
 
 
 
 
 
 

 
77 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
76 
  
 
 
 
 
 
 
 

 
90 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
81 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
・昨年に通学路の一部変更以来、通学で
の苦情は無くなりましたが、まだ、歩道
を歩かなかったり、駐車場を突き抜けて
ショートカットしたりするなど、改善す
べき所はまだあることは事実です。職員
によるパトロールや防犯ボランティアの
方々など多くの地域の方々のお力をお借
りしながら、生徒の安全確保に努めて参
ります。 

 
⑫防災・防犯対策と危機管理
について 
 
 
 
 
 
 
 

 
76 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
82 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
87 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
81 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
・様々な場面を想定した避難訓練を昨年
度から実施し、子どもたちに「自分の身
は自分で守る」ことを意識した訓練も実
施しています。又、引き渡し訓練も小学
校と連携し実施しました。また、インフ
ルエンザ蔓延防止や食中毒防止等にも細
心の注意をはらい、子どもたちへの予防
指導も徹底して参ります。 
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⑬保護者等や来校者への誠
実な対応について 
 

 
83 
 
 

 
100 
 
 

 
・ 
 
 

 
91 
 
 

 
・電話の応対等の研修を行い、保護者や
お客様に対する接遇に関しても今後もよ
り一層研修を深めて参ります。 

 
⑭ボランティア活動への参
加状況 
 
 
 
 
 
 
 

 
57 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
36 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
49 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
47 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
・ボランティアの案内一覧文書を全校生
徒に配布しているところですが、なかな
か日程が参合わず参加できないことが残
念ですが、NPOが主催する高齢者へのボ
ランティアに参加した生徒も15名ほどい
ました。また、つくし学級も高齢者施設
でのトーンチャイムの演奏を今後企画し
ています。部活動の理解を得ながら、今
後も進めていきます。 

 
⑮福祉学習・職場体験・久寺
家学習など地域との交流が
図れたか 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
70 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
88 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
83 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
80 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
・地域や多くのボランティアの方々のご
協力により、充実した久寺家学習を展開
することができました。また、社会福祉
協議会のご指導により、老人疑似体験や
車いす体験など貴重な体験をすることが
でき、高齢者社会の中で何をしなければ
ならないか、1年生にとっても有意義な時
間を過ごすことができました。数多くの
事業所の協力で実施できた職場体験にお
いては、生徒の職業観や勤労観を培うこ
とができました。 

 
⑯合言葉「一生懸命がかっこ
いい！一生懸命が気持ちい
い！」を意識した活動ができ
たか 
 
 
 
 
 

 
63 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
90 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
77 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
76 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
・各種行事、部活動などにおいて「一生
懸命」がキーワードとなり、３年生を中
心に、生徒の言葉の中にもたくさん出て
くるようになりました。そんなことが好
影響となり、部活動では、めざましい活
躍と今までにない実績を上げることがで
きました。今後は３年生から１，２年生
に「一生懸命」の引継ができることを望
んでいます。 

 
⑰小集団を活用した「学びの
場」を設定し、授業を行った
か 
 
 
 

 
・ 
 
 
 
 
 

 
84 
 
 
 
 
 

 
・ 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
・教え合い、学び合いの場を設定し、理
解度を高めるとともに知識の定着を図っ
ていきます。また、人間関係の構築を目
的に含め、来年度、教職員の意識を高め
、取り組んでいきます。 
 

  さらなる学習指導の充実や部活動への要望等の意見も寄せられました。今後も一人一人を 
大切にし、きめ細かな指導に努めて参ります。  ご協力ありがとうございました。 
 
 


